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慶
應
義
塾
で
は
、
初
期
の
寄
宿
舎
制
度
で
の
全
人
格
的
な
教
育
に

鑑
み
、
塾
内
の
一
貫
教
育
校
（
高
校
段
階
）
か
ら
各
校
の
枠
を
越
え

て
選
抜
し
た
生
徒
を
国
外
の
名
門
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
米
国

テ
ン
・
ス
ク
ー
ル
ズ
、
英
国
ザ
・
ナ
イ
ン
）
に
派
遣
す
る
「
慶
應
義

塾
一
貫
教
育
校
派
遣
留
学
制
度
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が

世
界
中
か
ら
集
ま
る
優
れ
た
人
材
と
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
切
磋

琢
磨
で
き
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

  

こ
の
制
度
で
は
、
留
学
費

用
が
奨
学
金
と
し
て
給
付
さ

れ
る
と
と
も
に
、
留
学
後
に

母
校
に
戻
っ
た
際
、
原
則
留

年
せ
ず
に
進
級
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
初
年
度
の
２
０

１
４
年
度
は
、
積
極
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
学
び
に
挑
戦
す
る

意
欲
に
溢
れ
る
生
徒
を
募
集

し
、
米
国
デ
ィ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
湘
南
藤

沢
高
等
部
生
１
名
、
米
国
ザ
・
タ
フ
ト
・
ス
ク
ー
ル
に
慶
應
女
子
高

生
１
名
、
英
国
シ
ュ
ル
ー
ズ
ベ
リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
慶
應
女
子
高
生
・

湘
南
藤
沢
高
等
部
生
各
１
名
を
選
抜
し
ま
し
た
。
そ
し
て
８
月
末
に

派
遣
留
学
１
期
生
と
し
て
高
校
２
年
生
４
名
が
渡
航
し
、
留
学
生
活

を
順
調
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

派
遣
さ
れ
た
生
徒
は
、
寮
の
２
人
部
屋
で
現
地
生
徒
と
共
同
生
活

を
送
り
ま
す
。
ま
た
、
５
〜
６
科
目
を
選
択
し
、
煉
瓦
造
り
の
趣
の

あ
る
校
舎
で
、
討
論
形
式
の
授
業
（
12
名
前
後
の
ク
ラ
ス
）
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
派
遣
生
は
た
く
さ
ん
の
時
間
を
使
っ
て
課

題
に
勤
し
ん
で
お
り
、
中
に
は
現
在
の
政
治
や
経
済
に
つ
い
て
討
論

す
る
講
座
を
履
修
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
は
考

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
広
大
で
素
晴
ら
し
い
施
設
で
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
に
取
り
組
み
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
を
感
じ
る
暇
も
な
い
ほ
ど
に
楽
し

く
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
２
０
１
５
年
度
は
、
前
述
３
校
に
各
１
名
を
派
遣
す
る
の

に
加
え
、
英
国
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
高
校
２
年
生
を
１

名
、
米
国
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
カ
デ

ミ
ー
・
ア
ン
ド
ー
バ
ー
に
高
校
３
年

生
を
１
名
、
１
年
間
派
遣
す
る
予
定

で
す
。
留
学
先
で
卒
業
資
格
を
得

て
、
帰
国
後
は
母
校
の
3
年
生
に
戻

り
、
半
年
な
い
し
１
年
遅
れ
で
は
あ

り
ま
す
が
留
学
先
と
母
校
の
双
方

を
卒
業
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

派
遣
生
が
、
英
米
人
に
と
っ
て
は

当
た
り
前
の
文
化
・
教
養
・
考
え
方
を
少
し
で
も
多
く
感
じ
取
る
こ

と
に
よ
っ
て
異
文
化
を
理
解
し
、
自
ら
課
題
を
発
見
、
解
決
で
き
る

創
造
的
な
思
考
力
を
身
に
つ
け
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
彼
ら
が
帰
国
後
に
そ
の
経
験
を
仲
間
に
伝
え
広
め
、

実
績
を
重
ね
る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
が
単
に
英
会
話
が
で
き
る
こ
と

に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
化
の
違
い
を
乗
り
越
え
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
れ
る
よ
う
な
絶
好
の
機
会
と
し
て
、
こ
の
制
度
が
定
着
し
て
い

く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 現地生徒とともに活動する派遣生


